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予
測
」
問
題
が
灸
り
出
す
も
の

園
田
病
自
国
四
国
間
固
聞
彊
圏

就
活
支
援
サ
イ
ト
「
リ
グ
ナ
ビ
」
が
炎
上
し
て
い
る
。
日
経
新
聞
が
、

「
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
プ
」
と
し
て
八
月
一
日
夕
刻
、
電
子
版
で
「
就

活
生
の
『
辞
退
予
測
』
情
報
、
説
明
な
く
提
供
　
リ
グ
ナ
ビ
」
と
し
て

報
じ
た
後
、
同
紙
の
「
デ
ー
タ
の
世
紀
」
特
集
で
連
日
取
り
上
げ
た
ほ

か
、
各
紙
も
繰
り
返
し
こ
の
問
題
を
報
じ
た
。
リ
グ
ナ
ビ
を
運
営
す
る

リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
社
は
、
八
月
五
日
、
問
題
と
さ
れ
た
「
リ
グ
ナ

ビ
D
M
P
フ
ォ
ロ
ー
」
の
事
業
を
廃
止
す
る
と
発
表
、
次
い
で
八
月
二

六
日
の
会
見
で
は
政
府
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら
勧
告
・
指
導
を

受
け
た
こ
と
を
、
九
月
六
日
に
は
東
京
労
働
局
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た

こ
と
を
公
表
し
た
。

「
リ
グ
ナ
ビ
D
M
P
フ
ォ
ロ
ー
」
と
は
、
求
人
企
業
向
け
に
、
就
活

生
が
当
該
企
業
の
内
定
を
辞
退
す
る
可
能
性
の
高
低
を
個
人
ご
と
に
予

測
し
た
デ
ー
タ
を
、
年
四
〇
〇
万
～
五
〇
〇
万
円
程
度
（
日
経
報
道
よ

り
）
で
販
売
し
て
い
た
事
業
で
あ
る
。
リ
グ
ナ
ビ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

そ
の
デ
ー
タ
の
用
途
は
、
求
人
企
業
が
内
定
を
出
し
た
就
活
生
に
対
し
、

辞
退
し
そ
う
な
場
合
に
引
き
嘗
め
る
（
フ
ォ
ロ
ー
す
る
）
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
、
内
定
の
合
否
判
定
に
は
使
用
し
な
い
よ
う
、
求
人
企
業
に

「
参
画
同
意
書
と
し
て
確
約
」
し
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
椴
に
、
就
活
生
が
内
定
を
辞
退
す
る
の
は
、
他
に
本
命
の
会
社
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
求
人
企
業
か
ら
す
れ
ば
、
自
社
が
本
命

で
な
い
就
活
生
に
は
初
め
か
ら
内
定
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
面
も
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